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１．2026年３月期第３四半期の連結業績（2025年４月１日～2025年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期第３四半期 30,272 △6.9 1,389 △0.8 1,761 0.8 1,122 △9.6
2025年３月期第３四半期 32,510 △4.2 1,399 △17.3 1,746 △16.1 1,241 △10.6

(注)包括利益 2026年３月期第３四半期 3,072百万円( 172.8％) 2025年３月期第３四半期 1,126百万円( △54.5％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期第３四半期 235.55 ―
2025年３月期第３四半期 223.11 ―

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年３月期第３四半期 56,741 33,209 57.7
2025年３月期 52,060 31,578 59.8

(参考) 自己資本 2026年３月期第３四半期 32,714百万円 2025年３月期 31,115百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 ― 100.00 ― 200.00 300.00
2026年３月期 ― 100.00 ―
2026年３月期(予想) 200.00 300.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 40,000 △6.6 1,800 9.7 2,100 10.2 1,500 △29.5 314.66

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 有

新規 １社（社名） 三宅金属株式会社 、除外 ―社（社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2026年３月期３Ｑ 6,045,326株 2025年３月期 6,045,326株

② 期末自己株式数 2026年３月期３Ｑ 1,278,377株 2025年３月期 1,278,039株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2026年３月期３Ｑ 4,767,125株 2025年３月期３Ｑ 5,566,669株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前

提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関

する定性的情報 （３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、雇用・所得環境の改善や各種政策の効果を背景に、個人消

費や設備投資に持ち直しの動きがみられ、全体としては緩やかな回復基調で推移しました。一方で、物価上昇の

継続や海外経済を取り巻く状況は不確実な要素も多く、景気については依然として不透明感が残っています。

鉄鋼業界においては、建設分野を中心とした人手不足や建設現場における資機材・工事関連コストの上昇、工期

の長期化などの影響が続き、国内需要は低調に推移しました。安価な輸入材の流入により鋼材価格に下落圧力が

かかる一方で、主原料をはじめとする諸コストの上昇を背景に価格是正の動きがみられる局面もありましたが、

鋼材需要の減退により本格的な価格是正には至らず、底値圏での推移が続く厳しい環境となりました。

普通鋼製品につきましては、建築関連分野における人手不足や資機材価格の上昇、時間外労働規制の影響が常

態化する中、需要の落込みが続き、自動車関連分野では一部に回復の動きが見られたものの、その他分野を含め

市況全体としては弱含みで推移しました。こうした厳しい受注環境が続く中、数量は前年並みを維持しましたが、

販売価格の下落により売上高は減少しました。

ステンレス鋼製品につきましては、半導体関連分野の回復遅れに加え、建築分野の停滞による影響も受け、需

要は低調に推移しました。造船関連向けの需要は堅調であったものの、受注が同分野に集中したことから価格面

での競争が強まり、受注価格は下落しました。こうした中、諸コスト上昇を背景に国内メーカーが値上げを表明

しましたが、アンチダンピング措置を見据えた安価な輸入材の流入が年末まで続き、市況価格の回復には至りま

せんでした。

自転車関連につきましては、近年の市場動向および事業収益性を踏まえ、2025年12月末をもって完成自転車販

売事業より撤退いたしました。当社が保有するARAYAブランドにつきましては、ライセンス供与のもと製造・販売

を他社に委ね、ブランド価値の継承と持続的な展開を図ってまいります。なお、完成車事業終了後も、独自性の

高い競技用リムおよびディスクホイールの製造・販売は継続いたします。

不動産等賃貸収入につきましては、東京都大田区の地代収入を中心に、関西工場リム工場跡地の地代収入や東

京都江東区の自社ビル「アラヤ清澄白河ビル」の賃貸収入、大阪府茨木市の地代収入などにより、安定した業績

をあげております。

このような事業環境の下、当社グループにおきましては、市場動向を注視しつつ、生産工程の見直しによる製

造コストの低減に取り組むとともに、取引先への訪問を積極的に行い、顧客の多様なニーズにきめ細やかに応え

る営業を推進することで、収益確保に努めました。

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は30,272百万円（前年同期比6.9％減）、営業利益1,389百万円

（前年同期比0.8％減）、経常利益1,761百万円（前年同期比0.8％増）となり、親会社株主に帰属する四半期純利

益は1,122百万円（前年同期比9.6％減）となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第３四半期連結会計期間末の総資産は56,741百万円となり、前連結会計年度末に比べ4,681百万円増加しま

した。流動資産は29,841百万円となり661百万円の増加となりました。これは主に、電子記録債権の増加1,684

百万円であります。固定資産は26,900百万円となり4,020百万円の増加となりました。これは主に、投資有価証

券の増加3,178百万円であります。

（負債）

当第３四半期連結会計期間末の負債合計は23,532百万円となり、前連結会計年度末に比べ3,050百万円増加し

ました。流動負債は16,470百万円となり876百万円の増加となりました。これは主に、短期借入金の増加1,410

百万円であります。固定負債は7,062百万円となり2,173百万円の増加となりました。これは主に、繰延税金負

債の増加1,169百万円と長期借入金の増加959百万円であります。

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末の純資産は33,209百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,630百万円増加しま

した。これは主に、その他有価証券評価差額金の増加2,103百万円であります。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

今後の見通しにつきましては、雇用・所得環境の改善を背景に緩やかな回復基調が続くことが期待されるもの

の、先行きには不透明な要素も多く、景気回復のペースは緩やかなものにとどまると見込まれます。

鉄鋼関連につきましては、建設・製造業ともに鉄鋼需要が前年水準を微減からほぼ横ばいで推移する見通しと

なっており、厳しい事業環境が続くと見込まれます。こうした中、各メーカーは諸コストの上昇を背景に販売価

格是正の姿勢を示しておりますが、需要の回復が限定的な状況下においては、実勢価格への反映にはなお一定の

時間を要すると考えられます。

このような事業環境の下、当社グループは、市場動向を慎重に見極めながら、生産計画の適切な見直しや生産

工程の合理化、生産効率の向上を通じたコスト削減に取り組んでまいります。また、販売数量の大幅な拡大が見

込めない中、製販連携を一層強化するとともに、取引先や関係各社との連携体制を構築・深化させることにより、

収益構造の改善を図り、安定的に利益を確保できる事業体制の構築を目指してまいります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,703 7,237

受取手形及び売掛金 6,522 5,778

電子記録債権 5,444 7,129

商品及び製品 7,243 6,837

仕掛品 739 607

原材料及び貯蔵品 2,089 1,692

その他 463 586

貸倒引当金 △26 △28

流動資産合計 29,180 29,841

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 5,098 5,036

土地 4,623 4,698

その他（純額） 2,641 3,257

有形固定資産合計 12,363 12,992

無形固定資産 115 238

投資その他の資産

投資有価証券 9,306 12,484

退職給付に係る資産 869 921

その他 225 263

貸倒引当金 △0 △0

投資その他の資産合計 10,401 13,669

固定資産合計 22,880 26,900

資産合計 52,060 56,741
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 7,006 6,521

電子記録債務 2,475 2,900

短期借入金 3,720 5,130

1年内返済予定の長期借入金 320 329

未払法人税等 660 20

賞与引当金 414 211

その他 996 1,358

流動負債合計 15,593 16,470

固定負債

長期借入金 1,630 2,590

リース債務 44 35

繰延税金負債 1,679 2,849

役員退職慰労引当金 45 56

株式給付引当金 21 21

環境対策引当金 1 4

退職給付に係る負債 830 847

資産除去債務 7 7

その他 626 649

固定負債合計 4,888 7,062

負債合計 20,482 23,532

純資産の部

株主資本

資本金 3,940 3,940

資本剰余金 4,689 4,689

利益剰余金 22,918 22,601

自己株式 △5,084 △5,086

株主資本合計 26,463 26,144

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 4,476 6,579

為替換算調整勘定 37 △135

退職給付に係る調整累計額 138 126

その他の包括利益累計額合計 4,651 6,569

非支配株主持分 463 495

純資産合計 31,578 33,209

負債純資産合計 52,060 56,741
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年12月31日)

売上高 32,510 30,272

売上原価 26,606 24,081

売上総利益 5,903 6,191

販売費及び一般管理費 4,503 4,801

営業利益 1,399 1,389

営業外収益

受取利息 10 15

受取配当金 265 309

仕入割引 17 12

為替差益 39 64

その他 62 45

営業外収益合計 395 447

営業外費用

支払利息 30 59

寄付金 0 －

その他 18 15

営業外費用合計 49 75

経常利益 1,746 1,761

特別利益

投資有価証券売却益 － 27

保険解約返戻金 － 20

特別利益合計 － 47

特別損失

固定資産売却損 － 1

固定資産除却損 11 113

特別損失合計 11 115

税金等調整前四半期純利益 1,735 1,693

法人税、住民税及び事業税 382 313

法人税等調整額 86 225

法人税等合計 469 538

四半期純利益 1,266 1,154

非支配株主に帰属する四半期純利益 24 32

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,241 1,122
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年12月31日)

四半期純利益 1,266 1,154

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △109 2,103

為替換算調整勘定 △12 △173

退職給付に係る調整額 △18 △11

その他の包括利益合計 △139 1,917

四半期包括利益 1,126 3,072

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,102 3,040

非支配株主に係る四半期包括利益 24 32
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2024年４月１日 至 2024年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
（注1）

合計
調整額
（注2）

四半期連結

損益計算書

計上額

（注3）鋼管関連
自転車
関連

不動産等
賃貸

計

売上高

外部顧客への売上高 31,824 187 458 32,471 39 32,510 ― 32,510

セグメント間の
内部売上高又は振替高

― ― ― ― ― ― ― ―

計 31,824 187 458 32,471 39 32,510 ― 32,510

セグメント利益又は損失
（△）

1,078 △56 394 1,416 △7 1,408 △8 1,399

(注) 1. 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ディスクホイル・機械設備・
福祉機器の製造販売であります。

2. セグメント利益又は損失（△）の調整額は、棚卸資産の調整等によるものであります。
3. セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2025年４月１日 至 2025年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
（注1）

合計
調整額
（注2）

四半期連結

損益計算書

計上額

（注3）鋼管関連
自転車
関連

不動産等
賃貸

計

売上高

外部顧客への売上高 29,601 122 518 30,241 31 30,272 ― 30,272

セグメント間の
内部売上高又は振替高

― ― ― ― ― ― ― ―

計 29,601 122 518 30,241 31 30,272 ― 30,272

セグメント利益又は損失
（△）

988 1 450 1,440 3 1,444 △55 1,389

(注) 1. 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ディスクホイル・機械設備・
福祉機器の製造販売であります。

2. セグメント利益又は損失（△）の調整額は、棚卸資産の調整等によるものであります。
3. セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（のれんの金額の重要な変動）

当第３四半期連結累計期間において、三宅金属株式会社の全株式を取得し、連結の範囲に含めております。これ
により、鋼管関連においてのれんが164百万円発生しております。

３．報告セグメントの変更等に関する事項

事業管理区分の変更に伴い、当連結会計年度より事業セグメントの集約区分の方法を変更し、「自転車関連」の
リム事業を「鋼管関連」に含め、「自転車関連」のディスクホイル事業を「その他」に含めております。これによ
り、各報告セグメントの主要な製品・商品、サービスは、「鋼管関連」が、普通鋼鋼管、ステンレス鋼鋼管、各種
型鋼、精密加工品、自転車用リム等の製造販売となり、「自転車関連」が完成自転車の輸入販売となります。なお
近年の市場動向および事業収益性を踏まえ、2025年12月末をもって完成自転車の輸入販売事業から撤退しておりま
す。

前第３四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の測定方法に基づき作成したものを記載しております。
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（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年12月31日)

減価償却費 633百万円 654百万円

（重要な後発事象）

（自己株式の消却）

当社は、2025年12月23日開催の取締役会において、会社法第178条の規定に基づき、自己株式を消却することを決議

し、2026年１月30日付で完了しました。

１．消却した株式の種類 当社普通株式

２．消却した株式の総数 845,326 株（消却前の発行済株式総数に対する割合13.98%）

３．消却後の発行済株式総数 5,200,000 株

４．消却実施日 2026 年１月30日


